
　ユネスコの世界遺産に登録された百舌鳥・
古市古墳群（大阪府堺市・羽曳野市・藤井寺市）
や群馬県では、主な古墳や施設を訪れて写真
を撮ると、その場所の古墳カードを集めるこ
とができるイベントを行っていました。古墳
カードには古墳の写真や名称、所在地、規模、
時代などが記載されており、多くの見学者に

喜ばれたそうです。
　広川町古墳公園資料館では来館された皆さ
まへ、資料などの印刷物をお渡ししています。
遠方からの来館者や社会科見学の小学生など
には、石人山古墳や弘化谷古墳のポストカー
ドやファイルも数量限定で配布しており、古
墳見学の思い出として好評です。

ふ る さ と
再発見
広川町郷土史研究会

昭
和
時
代
の
始
ま
り

　

大
正
15
年
（
1
9
2
6
年
）
12

月
25
日
、
大
正
天
皇
（
昭
和
2
年

1
月
19
日
追
号
）
が
崩
御
さ
れ
、

摂せ
っ
し
ょ
う
か
ん

政
官
で
あ
っ
た
皇
太
子
の
裕ひ

ろ
ひ
と仁

親
王
が
皇
位
を
継
承
し
、
昭
和
と

改
元
さ
れ
ま
す
。

　

天
皇
は
昭
和
3
年
11
月
10
日
に

京
都
御
所
で
即
位
礼
を
挙
行
し
、

同
11
月
14
日
夜
か
ら
15
日
明
け
方

に
か
け
て
大だ

い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
を
執
り
行
い
ま

す
。
こ
の
即
位
礼
や
大
嘗
祭
な
ど
、

一
連
の
即
位
の
儀
式
は
「
大た

い
れ
い礼

」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

悠
紀
齋
田
と
主
基
齋
田

　

大
嘗
祭
と
は
、
天
皇
自
ら
が
執

り
行
う
一
世
一
度
の
儀
式
で
、
即

位
後
は
じ
め
て
天ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ

照
大
神
や
天て

ん
じ
ん神

地ぢ

祇ぎ

に
新
穀
を
供
え
ま
す
。

　

大
嘗
祭
に
供
え
る
新
穀
を
育
て

る
地
域
（
齋さ

い
で
ん田

）
は
、
亀き

ぼ
く卜

（
亀

の
甲
羅
を
焼
い
て
吉
凶
を
判
断
す

る
占
い
）
で
悠ゆ

き紀
地
方
（
京
都
以

東
以
南
）
と
主す

基き

地
方
（
京
都
以

西
以
北
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

ま
す
。
昭
和
の
大
嘗
祭
で
は
悠
紀

地
方
に
滋
賀
県
、
主
基
地
方
に
福

岡
県
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
場
所
は
、
県
が
選
定

し
ま
す
。
県
で
は
独
自
に
筑
前
、

筑
後
、
豊
前
の
3
地
域
で
適
地
を

調
査
し
、
郡
市
の
農
会
も
候
補
地

を
推
薦
し
ま
す
。
こ
う
し
て
集
っ

た
94
か
所
の
候
補
地
か
ら
15
か
所

に
絞
り
、
さ
ら
に
県
知
事
に
よ
る

調
査
個
所
を
10
か
所
と
し
ま
す
。

10
か
所
の
候
補
地
に

上
広
川
村
大
字
水
原
も

　

県
知
事
に
よ
る
現
地
調
査
の
結

果
、
上
広
川
村
が
残
っ
た
理
由
と

し
て
、

・ 

郡
内
に
て
米
質
最
良
に
し
て
、

早
稲
の
栽
培
に
適
す

・ 

候
補
地
所
有
者
は
、
資
性
温
厚

に
し
て
、
地
方
の
信
用
厚
く
、

家
族
皆
健
康
な
り

な
ど
8
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
最
終
的
に
県
知
事
が
主

基
齋
田
と
し
て
決
定
し
た
の
は
、

早
良
郡
脇
山
村
（
現
福
岡
市
早

良
区
脇
山
）
で
し
た
。

上
広
川
村
大
字
水
原
の
水
田
が

御
用
藁
齋
田
に

　

上
広
川
村
長
永
野
與
吉
の
推

薦
に
よ
り
、
大
字
水
原
字
中
津

町
に
あ
る
水
田
（
所
有
者
名
省

略
）
が
、
大
嘗
宮
御
造
営
の
た

め
の
御ご

よ
う
わ
ら

用
藁
齋
田
に
選
ば
れ
た

こ
と
は
、
ぜ
ひ
と
も
記
憶
に
と

ど
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

面
積
は
本
田
1
反
8
畝
歩
、
予

備
田
2
畝
歩
（『
昭
和
主
基
齋
田

記
録
』、
福
岡
県
）
と
あ
り
ま
す
。

県
農
事
試
験
場
か
ら
「
昭し

ょ
う
だ
い代

」
と

い
う
種
も
み
が
交
付
さ
れ
、
次
の

よ
う
に
供
納
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
10
日　

神
事
、
種
ま
き

6
月
23
日　

神
事
、
御お

た
う
え
さ
い

田
植
祭

9
月
22
日　

 

神
事
、
刈
り
取
り
、

鎮
守
社
（
内
田
天
満

宮
）
で
選
別
と
乾
燥

10
月
4
日　

 

同
天
満
宮
で
供く

の
う納

奉ほ
う

告こ
く
さ
い祭

、
自
動
車
で
県

庁
へ
運
ん
で
藁
50
貫

目
を
納
入

昭和の大嘗祭と上広川村
【その 1】

広川町古墳資料館だより

主基齋田での御
おんた

田植
う

えの様子（脇山村）
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問総合クラブひろかわ事務局（教育委員会事務局生涯学習係内）　☎ 0943-32-0093

　健やかに新年をお迎えのこと
と存じます。謹んで新春のお慶
びを申し上げます。
　「総合クラブひろかわ」は発
足から 7 年がたち、着実に歩
みを進めています。定例教室（リ
ラクゼーションヨガ、吹矢、自
彊術）や吹矢体験の支援、スポッ
ト事業（クリスマスコンサート、
絵巻寿司作り、ウォーキング）
など、さまざまなスポーツ・文
化活動を行っています。
　今年も町民相互の融和、親睦
を深めるため、「健康で朗らかに
連帯感にあふれ、安心して暮ら

せる町づくり」を目標に、気軽
に参加できる活動を企画していき
ます。皆さまと一緒に健康増進
や仲間づくりの輪を広げていき
たいと考えていますので、ご支

援・ご協力をお願いして、新年
のごあいさつといたします。

会長　稲員信幸

総 合 ク ラ ブ ひ ろ か わ

-　年始のごあいさつ　-

元
旦
に
亡
母
の
自
慢
の
巻
き
鮨
を
ほ
お
ば
る
夢
に
今
日
も
生
か
さ
る　
　
　

姫
野　

洋
子

奥
八
女
の
ダ
ム
の
畔
の
大
銀
杏
し
ず
け
さ
集
め
黄
金
の
い
ろ
に　
　
　
　
　

野
中　

勝
美

久
方
に
吟
を
習
ひ
て
声
も
出
ず
心
も
し
の
に
古
お
も
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

方
子

霜
予
報
に
ハ
ウ
ス
へ
移
す
ア
マ
リ
リ
ス
叔
母
の
育
て
た
い
と
お
し
き
赤　
　

蓮
子　

住
雄

日
向
神
の
渓
谷
め
ぐ
れ
ば
対
岸
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
紅
葉
の
色　
　
　
　
　

原　

千
恵
子

手
際
よ
く
野
菜
き
ざ
め
ば
ひ
と
か
ど
の
料
理
人
め
く
妄
想
く
り
や　
　
　
　

青
木
佳
代
子

空
の
青
池
に
映
り
て
な
お
青
く
も
み
じ
は
さ
ら
に
鮮
や
か
と
な
る　
　
　
　

高
橋　

和
子

働
き
蜂
が
元
働
き
蜂
を
運
び
ゆ
く
大
病
院
の
長
い
廊
下
を　
　
　
　
　
　
　

野
田　

光
介

一
年
の
な
ん
と
短
く
思
う
こ
と
日
々
の
生
活
の
朧
な
る
さ
ま　
　
　
　
　
　

結
束　

節
子

二
年
ぶ
り
会
に
出
で
来
し
男
ふ
た
り
赤
の
チ
ェ
ッ
ク
に
赤
の
セ
ー
タ
ー　
　

鹿
田　
　

恵

寄
せ
書
き
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
う
れ
し
く
て
色
紙
の
上
を
幾
度
も
撫
づ
る　

野
中
ヨ
シ
子

ア
フ
ガ
ン
の
空
へ
と
つ
づ
く
空
の
も
と
誰
も
が
無
念
の
こ
ゑ
を
あ
げ
を
り　

山
下　

整
子

晩
秋
の
空
高
く
う
す
む
ら
さ
き
の
皇
帝
ダ
リ
ア
泰
然
と
咲
く　
　
　
　
　
　

中
川
原
勝
代

縁
先
に
小
町
ば
あ
ち
ゃ
ん
柿
を
剥
く
師
走
間
近
の
こ
も
れ
び
を
背
に　
　
　

美
座　

時
朗

ほ
ほ
笑
み
て
手
を
ふ
り
応
え
る
両
陛
下
親
し
き
お
顔
に
心
打
た
れ
る　
　
　

姫
野　

深
幸

広
川
短
歌
会

今後のスポット事業

● 2月26日㈬
絵巻寿司（おひなさま）作り
● 3月28日㈯
ウォーキング

参加者は本紙 2月号、
3月号で募集します。
お楽しみに！

総合クラブひろかわ役員一同
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